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科目名称
成人看護学実習Ⅰ（慢性期・終末期）

授業コード
BK371

英語名称

学期
2024年度後期

単位
2.0

担当教員
寺門  亜子, 大釜  信政, 武田  清香

※記入不要　ナンバリ
ングコード

授業の概要

この実習では、慢性・長期的な疾患や障害のある患者の病態、治療および、患者・家族が病とともに生活す
ることによって生じる日常生活への影響を理解する。
また、患者・家族が慢性・長期的疾患や障害とともに生活するために必要となるセルフケア行動を習得し、
患者が自分らしく生活するために、支援者として患者の尊厳と権利を擁護し、より良い関係を形成しながら
支援ができる看護実践能力を養う。

科目に関連する実務経
験と授業への活用

この実習では、看護師としての臨床経験のある教員が実習指導を行う。

到達目標

この科目は、「専門科目  看護の実践（成人看護学）」に関する科目の一つである。本科目では、カリキュ
ラム・ポリシーに掲げる「多様な健康レベルや生活状況を考慮し、人間関係を形成しながら看護実践を学ぶ
ために臨地実習科目を配置する。」に基づいて、ディプロマ・ポリシー「科学的な根拠に基づき、対象者の
健康と生活の質を高める看護を実践するための論理的思考力、基本的な問題解決能力を修得する」を目指し
、以下の6つを達成目標とする。
1. 患者の病態や治療について理解し、病態や治療、検査に伴う症状の管理、苦痛や不安を緩和するための
援助ができる。
2. 患者が慢性・長期的な疾患や障害をもちながらも病状を安定させ、自分らしく生活するための看護計画
の立案ができる。
3. 患者・家族の発達段階、価値観や信念、生活習慣を理解し、慢性・長期的な疾患や障害をもちながらも
病状を安定させ、自分らしく生活するための援助ができる。
4. 患者・家族が経験している病の体験を共有し、慢性・長期的な疾患や障害をもちながら生活する人やそ
の家族の精神状況を理解し援助できる。
5. 慢性・長期的な疾患や障害をもつ人が活用できる社会資源（人的・物的・制度など）を検討できる。
6. チーム医療の中で看護専門職者として連携、協働し、また学習者として求められる基本的態度や倫理観
を身につけることができる。

計画・内容

2024年9月24日～2025年1月24日
①1クール目  2024年9月24日（火）～2024年10月4日（金）計90時間
    実習施設：東京臨海病院、東京山手メディカルセンター
    担当教員：大釜、寺門、新任教員    看護師

②2クール目  2024年10月21日（月）～2024年11月1日（金）計90時間
    実習施設：東京臨海病院、東京山手メディカルセンター
    担当教員：大釜、寺門、新任教員    看護師

③3クール目  2024年11月11日（月）～2024年11月22日（金）計90時間
    実習施設：がん・感染症センター都立駒込病院
    担当教員：大釜、寺門、新任教員    看護師

④4クール目  2024年11月25日（月）～2024年12月6日（金）計90時間
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計画・内容

    実習施設：がん・感染症センター都立駒込病院
    担当教員：大釜、寺門、新任教員    看護師

⑤5クール目  2024年12月9日（月）～2024年12月20日（金）計90時間
    実習施設：がん・感染症センター都立駒込病院
    担当教員：大釜、寺門、新任教員    看護師

⑥6クール目  2025年1月14日（火）～2025年1月24日（金）計90時間
    実習施設：東京臨海病院、獨協医科大学埼玉医療センター
    担当教員：大釜、寺門、新任教員    看護師

授業の進め方

1. 受け持ち患者について
・ 慢性・長期的な疾患や障害のある成人期にある患者を受け持つ。
・ 学生の受け持ちに承諾が得られた患者を対象とし、実習期間中に、学生1名につき患者1名を受け持つ。
2. 実習指導体制
実習指導体制は、基本的には学生5～6人に対して教員（非常勤教員を含む）1人を配置し、教員（非常勤教
員を含む）および病棟看護スタッフの指導を受けながら、受け持ち患者の看護を展開する。

能動的な学びの実施
情報収集、アセスメント、看護診断、看護計画の立案・実施・評価を行っていくため、自発的に実習に取り
組むことが求められる。
学生主導のカンファレンスを行う。

授業時間外の学修

指示された事前課題を行うこと。事前課題は、計画を立てて領域実習開始までに終えるようにすること。
実習中は、実習スケジュールに沿って看護過程を展開できるようタイムリーに記録を行うこと。行動計画は
、援助の根拠・留意点、受け持ち患者のニーズに基づいて具体的に記載すること。実習中は記録の整理や疾
患や検査などの学習に2～3時間必要である。

教科書・参考書
成人看護援助論Ⅰ・Ⅲ、専門基礎科目（生体機能学、栄養代謝学、病態治療学、臨床薬理学、臨床検査など
）の教科書や講義資料を活用すること。

成績評価方法と基準
事前課題、実習における看護援助・カンファレンスの出席状況、実習に取り組む姿勢や態度等55％、実習
記録45％

課題等に対するフィー
ドバック

必要に応じて、その都度、口頭もしくは実習記録へのコメントの付与によってフィードバックする。

オフィスアワー
CampusSquareを参照

留意事項
感染症発生状況等により、スケジュールが変更になる可能性がある。その際は、別途、お知らせする。
実習2週間前から健康観察シート（成人看護学実習用）に体温等を記載すること。

非対面授業となった場
合の「①授業の進め方
」および「②成績評価
方法と基準」

非対面となった場合は、対面およびzoom等を活用した双方向型の遠隔形態により実習を進める。また、そ
の際の成績評価は、学内実習への参加態度40％や提出された実習記録50％、事前課題10％の遂行状況等を
基に行う。

471


	教務係＿実務系教員・授業計画（シラバス）
	1.キャリアデザインⅠ(水3)
	2.キャリアデザインⅡ
	3.食品分析学
	4.毒性・薬理学
	5.香粧品科学
	6.身近な化学
	7.皮膚のサイエンス
	8.官能評価学
	9.食品化学
	10.病原ウイルス学
	11.微生物学
	12.生物化学Ⅱ
	13.公衆衛生学
	14.最近の遺伝子生命科学
	15.製造物責任概論
	1.キャリアデザインⅠ
	2.キャリアデザインⅡ
	3.食品分析学
	4.官能評価学
	5.身近な化学
	6.食品化学
	7.生化学とバイオテクノロジー
	8.微生物学
	9.生物化学Ⅱ
	10.公衆衛生学
	11.最近の遺伝子生命科学
	12.製造物責任概論
	1.キャリアデザインⅠ(水3)
	2.キャリアデザインⅡ
	3.生体物性工学
	4.医療安全管理学
	5.チーム医療概論
	6.医用治療機器学実習
	7.生体計測装置学実習
	8.生体機能代行技術学Ⅰ
	9.生体機能代行技術学実習Ⅰ
	10.生体計測装置学Ⅱ
	11.医用機器学概論
	12.生体計測装置学Ⅰ
	13.医用工学Ⅱ
	14.医用工学Ⅲ
	15.医学概論
	16.生体機能代行技術学Ⅱ
	17.生体機能代行技術学実習Ⅱ
	1.キャリアデザインⅠ(水3)
	2.キャリアデザインⅡ
	3.環境科学概論(千住)
	4.生物環境科学
	5.分析化学
	6.水環境の科学
	7.環境機器分析
	8.大気環境の科学
	9.環境と生物多様性
	10.クリーンエネルギーシステム
	11.環境計量と公害防止の化学
	12.基礎物理学実験
	13.環境化学実験
	14.環境科学野外実習
	1.キャリアデザインⅠ
	2.キャリアデザインⅡ
	3.環境科学概論(東京西)
	4.生物環境科学
	5.分析化学
	6.水環境の科学
	7.環境機器分析
	8.大気環境の科学
	9.環境と生物多様性
	10.クリーンエネルギーシステム
	11.環境計量と公害防止の化学
	12.基礎物理学実験
	13.基礎環境科学実験
	14.環境化学実験
	15.環境科学野外実習
	1.キャリアデザインⅠ
	2.キャリアデザインⅡ
	3.環境教育概論
	4.地域環境計画論
	5.動物園水族館基礎論
	6.動物園動物飼育展示論Ⅰ
	7.動物園動物飼育展示論Ⅱ
	8.動物園学
	9.動物病原微生物学
	10.動物疾病学
	11.動物検体検査学
	12.動物基礎栄養学
	1.キャリアデザインⅠ(水3)
	2.キャリアデザインⅡ
	3.動物臨床検査学
	4.動物外科看護学
	5.動物感染症学
	6.公衆衛生学
	7.動物行動学Ⅰ
	8.産業動物汎論
	9.動物看護学概論
	10.動物臨床看護学各論Ⅰ
	11.動物リハビリテーション学
	12.動物栄養学Ⅰ
	13.愛玩動物学
	14.動物臨床看護学総論
	1.臨床動作分析
	2.理学療法評価学
	3.理学療法評価学実習Ⅰ
	4.理学療法評価学実習Ⅱ
	5.運動療法学
	6.運動療法学実習
	7.物理療法学
	8.物理療法学実習
	9.義肢装具学Ⅰ
	10.義肢装具学Ⅱ
	11.日常生活活動学Ⅰ
	12.日常生活活動学Ⅱ
	13.運動器障害系理学療法学Ⅱ
	14.神経障害系理学療法学Ⅰ
	15.内部障害系理学療法学Ⅱ
	16.高齢者理学療法学
	17.小児理学療法学
	18.地域理学療法学
	19.生活環境学
	20.介護予防学
	1.作業療法概論
	2.作業療法基礎技法学実習 
	3.作業療法評価学Ⅰ 
	4.作業療法評価学Ⅱ
	5.作業療法評価学Ⅲ
	6.作業療法評価学実習 
	7.生活活動論基礎 
	8.生活活動論応用 
	9.身体障害の作業療法基礎 
	10.身体障害の作業療法応用 
	11.老年期障害の作業療法基礎 
	12.老年期障害の作業療法応用 
	13.認知症の作業療法 
	14.精神障害の作業療法基礎 
	15.精神障害の作業療法応用 
	16.子どもの作業療法基礎 
	17.子どもの作業療法応用 
	18.乗馬療法技術概論 
	19.在宅作業療法 
	20.精神障害と臨床医学 
	1.運動学
	2.基礎柔道整復総論Ⅴ
	3.基礎整復技術実習Ⅰ
	4.基礎整復技術実習Ⅲ
	5.臨床整復技術実習Ⅱ
	6.臨床整復技術実習Ⅲ
	7.柔道整復総合演習Ⅱ
	8.臨床実習Ⅲ
	9.臨床実習Ⅳ
	10.アドバンスセミナーⅡ
	1.臨床動作分析法
	2.理学療法評価学
	3.理学療法評価学実習Ⅰ
	4.理学療法評価学実習Ⅱ
	5.運動療法学総論
	6.運動療法学実習
	7.物理療法学・実習
	8.補装具学
	9.日常生活活動学
	10.日常生活活動学実習
	11.スポーツ障害理学療法学
	12.運動器障害理学療法学
	13.神経障害理学療法学
	14.内部障害理学療法学
	15.小児理学療法学
	16.プロフェッショナルスキルⅠ
	17.プロフェッショナルスキルⅡ
	18.プロフェッショナルスキルⅢ
	19.地域理学療法学
	20.生活環境学
	1.地域保健スポーツ医療概論と演習
	2.アロマセラピーⅠ
	3.アロマセラピーⅡ
	4.基礎整復学Ⅰ
	5.基礎整復学Ⅱ
	6.基礎整復学Ⅲ
	7.基礎整復学Ⅳ
	8.基礎整復学Ⅴ
	9.基礎整復学Ⅵ
	10.臨床整復学Ⅰ
	11.臨床整復学Ⅱ
	12.臨床整復学Ⅲ
	13.臨床整復学Ⅳ
	14.臨床整復学Ⅴ
	15.臨床整復学Ⅵ
	16.臨床整復学Ⅶ
	17.臨床整復学Ⅷ
	18.応用整復学Ⅰ
	19.応用整復学Ⅱ
	20.応用整復学Ⅲ
	21.応用整復学Ⅳ
	22.応用整復学Ⅴ
	23.応用整復学Ⅵ
	24.柔道整復学実習Ⅰ
	25.柔道整復学実習Ⅱ
	26.臨床整復学実習Ⅰ
	27.臨床整復学実習Ⅱ
	28.臨床整復学実習Ⅲ
	29.臨床整復学実習Ⅳ
	30.臨床整復学実習Ⅴ
	31.臨床整復学実習Ⅵ
	32.臨床整復学実習Ⅶ
	33.臨床整復学実習Ⅷ
	1.病態治療学Ⅰ（呼吸器・消化器・内分泌代謝）
	2.臨床薬理学
	3.医療安全論
	4.看護学概論
	5.基礎看護学実習Ⅰ（対象の理解）
	6.成人看護援助論Ⅰ－１（慢性期）
	7.成人看護学実習Ⅰ（慢性期・終末期）
	8.老年看護援助論Ⅰ（日常生活ケア）
	9.老年看護学実習Ⅱ（病院・施設）
	10.小児看護学概論
	11.小児看護学実習
	12.母性看護援助論Ⅰ（周産期の基礎）
	13.母性看護学実習
	14.精神看護援助論Ⅰ（ケアの方法論）
	15.精神看護学実習
	16.公衆衛生看護方法論Ⅰ－１（成人・老年・産業）
	17.公衆衛生看護学実習
	18.在宅看護援助論Ⅰ（日常生活ケア）
	19.在宅看護学実習Ⅱ（訪問看護ステーション）
	20.家族看護論
	21.認知症ケア論
	22.看護管理論
	23.看護研究Ⅰ（研究方法論）
	1.生活環境論
	2.医療福祉論
	3.障害者福祉論
	4.地域福祉論Ⅰ
	5.社会福祉調査
	6.相談援助実習
	7.チーム医療福祉実践論
	8.精神保健福祉援助実習Ⅰ
	9.精神保健福祉援助実習Ⅱ
	10.介護の基本Ⅳ
	11.生活支援技術Ⅶ（アクティビティ）
	12.障害の理解Ⅰ
	13.介護実習Ⅰ（地域実習）
	14.介護実習Ⅱ（展開実習）
	15.介護実習Ⅲ（総合実習）
	1.キャリアデザインⅠ
	2.教育相談論
	3.初等教科教育法（国語）
	4.国語
	5.初等教科教育法（理科）
	6.理科
	7.特別活動及び総合的な学習の時間の指導法
	8.初等教育実習
	9.児童文学
	10.初等教育実習事前事後指導１
	11.初等教育実習事前事後指導２
	1.キャリアデザインⅠ
	2.障害児保育
	3.子どもの保健
	4.子どもの健康と安全
	5.乳児保育Ⅰ
	6.乳児保育Ⅱ
	7.教育相談論
	8.社会福祉
	9.児童文学
	1.キャリアデザインⅠ（水４）
	2.保育教職セミナー
	3.保育内容総論Ⅰ（１組）
	3.保育内容総論Ⅰ（２組）
	4.保育実習指導Ⅰ（保育所）（U１組）
	4.保育実習指導Ⅰ（保育所）（U２組）
	5.保育実習Ⅰ（保育所）
	6.保育実習Ⅰ（施設）
	7.幼稚園教育実習指導
	8.教育実習Ⅰ（幼）
	9.教育実習Ⅱ（幼）
	10.保育・教職実践演習（幼稚園）
	1.キャリアデザインⅠ（水４）
	2.初等教科教育法(音楽)
	2-2.初等教科教育法
	3.初等教科教育法(生活)
	3-2.初等教科教育法（生活）
	4.初等教科教育法(家庭)
	4-2.初等教科教育法（家庭）
	5.音楽基礎
	6.生活（小）
	7.家庭
	8.特別活動及び総合的な学習の時間の指導法（小）
	1.キャリアデザインⅠ（水４）
	2.教職概論（中・高）
	3.理科教育法Ⅰ
	4.理科教育法Ⅱ
	5.理科教育法Ⅲ
	6.理科教育法Ⅳ
	7.特別活動及び総合的な学習の時間の指導法（中・高）
	8.教育方法論（情報通信技術の活用を含む）（中・高）
	1.キャリアデザインⅠ（水４）
	2.教職概論（中・高）
	3.保健体育科教育法Ⅰ
	4.保健体育科教育法Ⅱ
	4-2保健体育科教育法Ⅱ
	5.保健体育科教育法Ⅲ
	5-2.保健体育科教育法Ⅲ
	6.保健体育科教育法Ⅳ
	6-2.保健体育科教育法Ⅳ
	7.武道実習
	8.特別活動及び総合的な学習の時間の指導法（中・高）
	1.キャリアデザインⅠ（水４）
	2.特別支援教育（中・高）
	3.教育原理（小・中・高）【中・高】
	4.教職概論（中・高）
	5.教育社会学（中・高）
	6.特別活動及び総合的な学習の時間の指導法（中・高）
	7.教育方法論（情報通信技術の活用を含む）（中・高）

	【役員名簿】理事(R6.05.01現在)
	成績分布生命環境学部2023
	成績分布医療科学部2023
	医療福祉学科
	看護学科
	作業療法学科

	成績分布教育人間科学部2023
	2024学部学科一覧
	令和5年度 事業活動収支計算書
	令和4年度 事業活動収支計算書
	令和3年度 事業活動収支計算書
	令和5年度 貸借対照表



